










1.先天性風疹症候群について

　風疹は軽症の小児伝染病であるが,妊婦が罹患した場合に先天異常児を生む

危険があるため近年とくに重要視されてきた。

　風疹による先天異常としては,先天性心奇型と白内障のほかに感音性聴力障

害(ろう)が主要な症状であり,この他低体重出生(未熟児),骨発育障害,新生児

期肝脾腫,出血傾向(メレナ,紫班病)など多彩な症状が知られたので,これらを

総称して先天性風疹症候群 Congenital rubel1a syndrome(以下 CRS と略記す

る)と呼んでいる。


